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10
月
14
日（
土
）、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
第
43
回
大
磯

町
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
大
会
を
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
多
数
の
方
が
参
加
し

て
、
交
通
事
故
防
止
を
願
い
大
会
宣

言
を
述
べ
、
交
通
安
全
功
労
者
・
協

力
者
表
彰
や
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の

表
彰
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
省
略
）

交
通
安
全
功
労
者
・
協
力
者
表
彰

　
細
住
　
年
光

（
交
通
指
導
員
と
し
て
の
功
績
に

よ
り
）

小
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞

　
４
年
　
添
田
　
　
衛
（
大
磯
小
）

　
５
年
　
玉
虫
　
春
日
（
大
磯
小
）

　
６
年
　
近
藤
　
僚
亮
（
大
磯
小
）

▼
優
秀
賞

　
４
年
　
西
村
　
英
恵
（
国
府
小
）

　
　
　
　
伊
藤
　
　
颯
（
大
磯
小
）

　
５
年
　
小
柳
　
祐
樹
（
国
府
小
）

　
　
　
　
今
泉
　
秀
日
（
大
磯
小
）

　
６
年
　
竹
内
　
仁
美
（
国
府
小
）

　
　
　
　
簑
島
　
樹
里
（
国
府
小
）

中
学
生
交
通
安
全
標
語
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞

　
１
年
　
加
藤
　
久
枝
（
国
府
中
）

▼
優
秀
賞

　
１
年
　
岩
本
　
和
也
（
国
府
中
）

　
１
年
　
内
田
　
　
賢
（
国
府
中
）

　
１
年
　
吉
川
　
椋
太
（
国
府
中
）

　
な
お
、
最
優
秀
賞
の
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
一
点
と
標
語
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
に
掲
示
す
る
な
ど
交
通
安

全
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６

　
平
成
18
年
２
月
22
日
に
一
般
廃
棄

物
処
理
に
係
る
事
務
事
業
の
効
率
化

及
び
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、

平
塚
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
の
１
市

２
町
が
、
相
互
に
連
携
し
、
広
域
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
基

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
施
計
画
策
定
に
向
け

よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
中
で
、

二
宮
町
に「
認
識
の
違
い
」が
顕
著
に

見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
後

も
１
市
２
町
で
協
議
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
今
日
ま
で
の
協
議
の
中
で

「
認
識
の
違
い
」を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
の
状
況
の
ま
ま
１
市
２
町
に

よ
る
ご
み
処
理
広
域
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
、
困
難
が
予
想
さ
れ
、
二

宮
町
の
現
状
や
平
塚
市
及
び
大
磯
町

の
施
設
の
老
朽
化
等
を
勘
案
す
る
と
、

こ
れ
以
上
遅
延
が
許
さ
れ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
９
月

19
日
に
大
藏
律
子
平
塚
市
長
、
三
澤

龍
夫
大
磯
町
長
、
古
澤
吉
郎
二
宮
町

長
の
１
市
２
町
の
首
長
で
協
議
し
た

際
に
、
二
宮
町
か
ら
正
式
に
脱
退
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
塚
市
及
び
大
磯
町
は
慰
留
に
努

め
ま
し
た
が
、
二
宮
町
の
意
志
は
固

く
結
果
と
し
て
二
宮
町
の
脱
退
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
今
後
は
、
平
塚
市
と
大
磯
町
を
新

た
な
枠
組
み
と
し
た
、
１
市
１
町
に

よ
る
ご
み
処
理
広
域
化
を
進
め
る
考

え
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

町
民
総
ぐ
る
み
大
会

　
最
近
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
・

重
大
事
故
が
増
え
、
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
お
酒
を
飲
ん
で
の
運
転
は
重
大
な

犯
罪
で
す
。
「
運
転
の
腕
に
は
自
信

あ
る
」「
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
」、

そ
ん
な
過
信
や
気
の
ゆ
る
み
が
重
大

な
事
故
を
招
く
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
す
と
、
そ
の
被
害
者

の
家
族
の
み
な
ら
ず
、
加
害
者
と
な

っ
た
自
分
の
家
族
の
生
活
を
も
一
変

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
を
す
る
人
に
お
酒
を
す
す
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
乗
す

る
人
は
飲
酒
を
し
て
い
る
人
に
運
転

を
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
誰
も
が
悲
惨
な
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

皆
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
大
磯
警
察
署
　

☎（
72
）０
１
１
０

・
地
域
協
働
課
　

☎
内
線
２
６
６

交
通
安
全

交
通
安
全

消
さ
な
い
で
！
　
交
通
事
故
で

　
そ
の
笑
顔

そ
の
一
杯
　
あ
な
た
も
家
族
も

　
身
の
破
滅

「
わ
た
っ
ち
ゃ
え
」
　

　
　
そ
の
考
え
が
　
命
と
り
　

と
び
だ
す
ぞ

　
い
つ
で
も
止
ま
る
　
心
の
準
備

飲
酒
運
転
は

飲
酒
運
転
は

　
絶
対
に
し
な
い
、

　
絶
対
に
し
な
い
、

　
　
さ
せ
な
い

　
　
さ
せ
な
い

飲
酒
運
転
は

　
絶
対
に
し
な
い
、

　
　
さ
せ
な
い

皆
で
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル

一
般
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
に
関
す
る

一
般
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
に
関
す
る

　
　
基
本
協
定
か
ら
二
宮
町
が
脱
退

　
　
基
本
協
定
か
ら
二
宮
町
が
脱
退

一
般
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
に
関
す
る

　
　
基
本
協
定
か
ら
二
宮
町
が
脱
退

　
10
月
１
日
か
ら
、
神
奈
川
県
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

▼
時
間
額
　

717
円（
５
円
引
き
上
げ
）

◎
問
い
合
わ
せ

・
神
奈
川
労
働
局
賃
金
課

　
☎
０
４
５（
２
１
１
）７
３
５
４

・
経
済
観
光
課
　

☎
内
線
２
６
４

最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
の
改
正


